
国
と
成
田
国
際
空
港
株
式
会
社

が
「
国
際
競
争
力
の
強
化
」
を
理

由
に
、「
機
能
強
化
」
と
称
し
て
、

滑
走
路
の
増
強
と
夜
間
飛
行
制
限

緩
和
を
持
ち
出
し
て
き
て
い
ま
し

た
が
、
３
月
１
３
日
、
国
と
会
社
、

千
葉
県
と
地
元
市
町
の
４
者
で
「
確

認
書
」
を
交
わ
し
、
実
際
に
着
手

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
日
本
共

産
党
は
５
月
２
１
日
、
国
土
交
通

省
に
撤
回
を
求
め
ま
し
た
。

滑
走
路
の
増
強
で
は
、
「
Ｂ
滑

走
路
を
北
側
に
１
０
０
０
ｍ
延
伸

し
て
３
５
０
０
ｍ
に
す
る
」「
新

た
に
３
５
０
０
ｍ
の
Ｃ
滑
走
路
を

増
設
す
る
」
と
し
て
い
ま
す
。
年

間
発
着
枠
は
現
在
の
３
０
万
回
か

ら
５
０
万
回
に
拡
大
し
ま
す
。
そ

の
た
め
に
夜
１
１
時
～
朝
６
時
の

現
行
の
夜
間
飛
行
制
限
を
変
更
し
、

空
港
全
体
の
発
着
時
間
を
「
朝
５

時
～
深
夜
０
時
３
０
分
」
と
し
ま

す
。
も
し
こ
れ
が
こ
の
ま
ま
実
施

さ
れ
れ
ば
、
静
穏
な
時
間
が
こ
れ

ま
で
の
７
時
間
か
ら
４
時
間
３
０

分
に
大
幅
に
短
く
な
り
ま
す
。

自
治
体
首
長
に
よ
る
確
認
書
に

も
大
き
な
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、

「
成
田
空
港
か
ら
郷
土
と
暮
ら
し

を
守
る
会
」
や
「
平
和
塔
奉
賛
会
」

は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
開
港
当
時

の
運
輸
大
臣
と
合
意
文
書
を
交
わ

し
て
い
る
の
に
、
今
回
の
機
能
強

化
で
は
何
の
話
も
あ
り
ま
せ
ん
。

国
交
省
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
進
展
や
訪
日
外
国
人
６
０
０
０

万
人
に
貢
献
」
な
ど
の
理
由
を
あ

げ
、「
機
能
強
化
は
喫
緊
の
課
題
」

と
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
韓
国
や

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
中
国
な
ど
で
空

港
の
大
規
模
化
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、「
生
き
残
り
の
た
め
に
避
け

ら
れ
な
い
」
な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。

成
田
空
港
は
内
陸
空
港
で
あ
り
、

周
辺
に
は
民
家
が
密
集
し
て
い
る

た
め
、
夜
間
の
飛
行
制
限
を
設
け

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
住
民
の

反
対
を
押
し
切
っ
て
成
田
空
港
を

つ
く
っ
た
と
き
の
最
低
限
度
の
約

束
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
経
済
や
国
策
を
理
由
に

住
民
の
暮
ら
し
や
健
康
を
犠
牲
に

す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

そ
も
そ
も
、
住
民
が
多
数
暮
ら

し
て
い
る
内
陸
に
無
理
矢
理
国
際

空
港
を
つ
く
っ
た
の
は
国
で
あ
り
、

こ
う
し
た
事
態
に
な
る
こ
と
は
わ

か
っ
て
い
た
は
ず
で
す
。

参
加
者
は
、「
住
民
の
暮
ら
し

を
第
一
に
考
え
、
開
港
当
初
の
約

束
は
守
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
厳
し
く
撤
回
を
求
め
ま
し
た
。

陸
上
自
衛
隊
木
更
津
駐
屯
地

の
駐
機
場
の
増
設
が
５
月
２
２

日
の
日
米
合
同
委
員
会
で
合
意

さ
れ
、
今
年
度
工
事
が
行
わ
れ

ま
す
。
日
本
共
産
党
は
５
月
２

８
日
、
こ
の
内
容
に
つ
い
て
防

衛
省
か
ら
聞
き
取
り
を
行
い
ま

し
た
。

増
設
す
る
理
由
と
し
て
防
衛

省
側
は
、
「
増
設
す
る
駐
機
場
は

Ｃ
Ｈ
４
７
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
利

用
す
る
。
い
ま
の
駐
機
場
が
運

用
上
手
狭
に
な
っ
た
の
で
増
設

し
て
使
い
勝
手
を
良
く
す
る
た

め
」
と
回
答
。
し
か
し
日
米
合

同
委
員
会
で
の
合
意
に
は
「
陸

上
自
衛
隊
施
設
（
駐
機
場
）
を

増
設
す
る
用
地
と
し
て
使
用
す

る
た
め
」
と
し
か
理
由
が
書
か

れ
て
い
な
い
た
め
、
Ｃ
Ｈ
４
７

以
外
の
機
種
が
使
用
し
て
も
合

意
に
は
反
し
ま
せ
ん
。

参
加
者
か
ら
「
自
衛
隊
の
オ

ス
プ
レ
イ
が
使
う
こ
と
は
な
い

の
か
」
と
の
質
問
が
出
さ
れ
ま

し
た
が
、
「
い
ま
は
Ｃ
Ｈ
４
７
の

た
め
に
駐
機
場
を
増
設
す
る
と

し
か
言
え
な
い
。
日
々
の
運
用

に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
」
と

の
回
答
で
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
使

用
を
否
定
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

増
設
は
２
０
１
６
年
度
予
算

に
調
査
費
０
・
５
億
円
を
計

上
。
２
０
１
７
年
度
予
算
に
工

事
費
１
２
億
円
が
計
上
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
日
米
合
意
が
遅

れ
た
た
め
今
年
度
の
工
事
と

な
っ
た
も
の
で
す
。

（２） ２０１８年６月１０日 日本共産党県議会議員 丸山慎一 がんばり通信 №４０１

発
着
枠
５
０
万
回
へ

滑
走
路
を
３
本
に

安倍内閣は国民に嘘をつく内閣だということが明

るみに出て大きな批判をあびています。しかし安倍

総理は、憲法改定さえも国民をごまかして進めよう

としています。

自衛隊を憲法９条に書き込む改定について安倍総

理は「何にも変わらない」と繰り返していますが、

これによって自衛隊は「軍隊を持たない」ことを決

めた９条の例外として、つまり「軍隊」として動き

出すことになります。日本が「戦争をしない国」か

ら「する国」に根本から変わる憲法改定を、「何も

変わらない」とごまかして強行することは絶対に許

せません。

森田知事も著書の中で、「どんなにきれいごとを

言おうと、現実の国際社会の平和は力の均衡の上に

成り立っている。殴られたら殴り返すという気概を

持たない国は平和を保てない」などと述べており、

安倍総理と根っこは一緒だと指摘しました。

国
土
交
通
省
か
ら
聞
き
取
り
を
行
う
（
右

か
ら
）
斉
藤
和
子
前
衆
院
議
員
、
浅
野
史

子
・
椎
葉
寿
幸
両
党
県
副
委
員
長
、
山
添

拓
参
院
議
員
、
畑
野
君
枝
衆
院
議
員
、
手

前
は
丸
山
慎
一
県
議
。

＝
５
月
２
１
日
・
衆
院
議
員
会
館

防
衛
省
か
ら
聞
き
取
り
を
行
う
（
右
か

ら
）
浅
野
史
子
党
県
副
委
員
長
、
斉
藤
和

子
前
衆
院
議
員
、
丸
山
慎
一
県
議
。

＝
５
月
２
８
日
・
衆
院
議
員
会
館

駅
頭
で
訴
え
る
（
右
か
ら
）
岩
井
友
子
・

松
崎
佐
智
両
市
議
、
浅
野
史
子
党
県
副
委

員
長
、
丸
山
慎
一
県
議
、
（
後
列
右
か
ら
）

左
藤
重
雄
・
金
沢
和
子
両
市
議
。

＝
５
月
２
３
・
Ｊ
Ｒ
船
橋
駅
南
口

国
と
住
民
団
体
と
の

約
束
を
無
視

住
民
の
暮
ら
し
と
健

康
を
第
一
に
す
べ
き


